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関西電力株式含社新庄発電所及び中国

電力株式含敢新湯村発電所用 配電盤

Switch Boads for Shinjo Power

Station,KansaiDenryoku K.K and

ShirLyumura Power Station,Cht噌Oku

Denryoku E.E.

日本襲送侶株式令祉の磁源閑婆計宝の進歩に伴い､

日立製作所も多くの挙1各所設備を受託しその製作に努力

して乗たがヽ今岡新庄､新湯村雨蕪1五節の水草挙1浣横と

共灯配竃盤を完成納入した｡この制御方式は従来の日立

梧準方式に幾多の改良を加え､新棟軸を盛り､以て今後

の新標準として制定した方式によるもので､以下その粗

宴を紹介しよう｡

繭婆碇所の7】く中巻電椀の仕様概略は次の通りである｡

新庄着電節

水率 3,700kW600r.p.m･竪剰フランシス2妄≦

挙電機 4,500kVA 6,600V 60㌔ 2

l励磁 35kW llOV 2

副陶磁儀1kW llOV 2

攣歴器 6,300ノ77,000/3,300V 4,500/4,500/500

kVA 3¢ 2

送電線 77,000V ll迅繰

新湯村費悪所

童

毒

素

毒

水車 5,000kW450r･p･m･竪型フランシス2義

挙曜械 5,000kVA 6,600V 60仁一J 2童

励磁椒 50kWllOV 2墓

副励磁樅1kWllOV 2童

轡降給 6,.600ノ66,000V 6,000kVA 3¢ 2毒

準従繰 66,000V 2帽繰

之等酎泣所は何れも一人制御式日動婆電断としノて､故

新の制御装撮を備えている｡その制御方式は故小の何も

熟練を要しない保守Hを以て､確東谷易に長持鋸Ij来乙よ

う特に細心の考慮を祁って設計製作きオしたものである0

この一人制御方式は盤上に設置さオした二段操作式可逆昭

82

序制御器により､入l-1紳閃､超勤､励磁､並列､負荷､

停止の各段憫へ起動又は停止方向の何れでも任意に可逆

制御日舞る野が大きな改良幣で､その韓作は完全櫛憩芳

L±I立晦得の二段操作式であるこ.

負荷調整に対しては､′ト型のフ1く佗調整器を調速器に附

加して纏まりをよくし､几安定に7jく位に鷹じて負荷を二取

らせている｡

歳雁胡腰はRTA孝J祇洗器軌′l劫塩歴調整界を探月jし

ている｡系統ノ虎雄止 制に期しては交流化流制限装置を

組合せて､過歳溌､過励磁とならぬよう鄭~は磯を保護し

てい乙｡

両所共配偶盤は中符硫水力準砥所用として､典型的な

形態と椀能を完 したもので､美装銅枇を以て製作され

軽装は軽快で捲訴きある淡色仕上であ乙｡なお本腰は川

面尿付分離机型操作盤､正而匿皐計器鰹､骨両側二せ催促

芥盤よりなる主盤と､側面扉付自動糧趣調整器盤､自助

運輪湖御盤､所内盤より梓成きれている｡.

節1岡 部庄室棍新 主配寵婁

側面扉付分離机型韓作罰茎及び直立計器雄

Fig.1Main Switch Boards fol-Shinjo P.S.

Separated Desk Type ControIBoards

& VerticalMeter Boards with Side

Doors.
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Fig.2 Main Switch Boar〔ls for Shinjo P.S.

Rear VerticalRelay Boar(1s.

編集後記

○木兢も編 の都 含上､護符橡是日エリ少し
′れまL

たが､それは巻頭を飾った｢蘭越顎召芸術用傘型護帯機

と制御装置｣及び｢路面椙車用の起動加速腔及び実売

速度上昇に関する一考察｣の2論文を､急に前琉橡蕾

吏し.て組み入れたたムア)である｡最近預告内容と違

った論文が一二急に加っているのほ､常に斬新な企岩

と､書経[ある編

Ⅰ戻入メし一口 十

7
≠
て

を使命とする本誌が執筆 の希望を

新論文を締介Lたい愛.;lご`せ老諸兄への

サ←一ヒ∴ス本位す痛吊_)われとして諒壊して伯きたい｢,

C丹揃耽の｢囲鏑U.1蓮竣笛軒覇気機得｣に餉する論文特

も大欒評判エく､讃行と匡粧如こ品切れとなり増刷し

た､ゴ設近乍亘洗顔行きヰ)エく増刷を耳汀ユているので､近

川かL､)大部数増刷して愛言貞者の御希甲類こ添うプノ針て㍑

る｡

(〕本 ヰ)84克となりヽ益々掲載論文の内省充空と共

に文字通り"工堺援循別壌ぷ''け)ペニ1ト･ワノとノ▲〔

り､前紙にも一寸ニト沫口ら-1±したが､本文(第50頁.)

に詳細 萬lノた通り､愈々｢錦 寄集騰｣を Vo】.

33No･9とLて9月上伸こ一軒行する予断王で汀｢編集に

大滝である｡電気機朋､産業機械等の性俳風上に閥す

る研:究は勿論､それに使用する材料の品質向上の研究

のた捌こもlその主要部分となる｢鋳鋼｣の｢J服臼は一

番大切/〔〔宿題である｡､之 の研二究検討をとr)阜)げ､全

口立のオーソリティが研:を競喜うての一大論陣は必ず

皆様の御期待を裏切已､ノぬも`りとイ㌻言Lるて〕(=一缶澤胱)

便 595

托作経との開閉器は全て角型とし､操作､調薬､計祥

月]等その[川勺と用途に應じてハンドル形状を攣え器具~番

錬を彫刻し､吏に非骨停止開閉聞出赤釧として迅速遭櫛

な麗辞と誤操作l肋Ⅰ二に萬仝を糊している｡

計器はS23刊角彗_■呈′再帰h■じとしl計器盤上に把

配証さ孝~している｡主姐計器目盛板には規定伯に架線を入

れ周波計は読み易い指針巧■卓とし憶屡計､同期検定器､時

報時計と共に頂上盤とし主光正哺些電機盤上に並置して

いる｡

盤襲面配線は使用国終により色別した 耐: 性ゴム紐を

使用し､規定に従って線番雛庖附け､文雄性を丁哀別す

る色バンドを入れて整然と配託し鮒槍に便ならしめてい

る｡

以上両所配犠盤の臍略仕様と特異鮒てつき述べたがヽ

これを要するに重電所仝鰹を組合して最高の能率を婆揮

させる枝完備した計測､保護装置と共に稀空合珊的な制

御に射し､細心な考慮を沸い完成されたものである｡
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